
障害者を支援する設備と妊産婦にやさしい環境づくりを紹介します

不
要
な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
！
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■はらむらとぴっくす
■はじめまして１才６ヶ月です

●表紙写真／「原村は特別な場所」というアクアマリンの
２人は、原村から見た真っ赤な夕焼けの美しさに感動し
「星降る里」を作曲、また 皆さんにも星たちのように輝い
てほしい”という願いを込めて、原村の輝く星空も歌って
います。曲は村に寄贈され合唱譜となり原小学校児童が
見事に歌い上げました。地域活性化のためＣＤも作成さ
れ、今後の情報発信に大きく役立てられることでしょう。

レジ袋削減県民スクラム運動

病
気
で
肛
門
や
ぼ
う
こ
う
を
切
除
し
、
体

外
に
設
け
た
ス
ト
マ
か
ら
排
せ
つ
を
行

う
方
の
た
め
に
配
慮
し
た
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
を
、
今
年
の
７
月
、
村
内

の
施
設
で
初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。

３Ｒ
　そのままごみとして捨てたり、ごみを包む内袋として使用する
など、最終的にはほとんどが捨てられている実態があります。
　レジ袋は、軽い、薄い、丈夫、水を通しにくいことなどから、食
品包装などに広く使われており、便利な日常品として私たちの生
活に溶け込んでいます。長野県では、１年間に、およそ５億枚（４
千トン）のレジ袋が使用されています。

　経済産業省では、工業統計調査を12月31日を調査日として実施します。
　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目的として調査しま
す。調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるとともに、企業、大学などでの
研究資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されているところです。
　調査の実施にあたっては、12月中旬から来年1月にかけて調査員がお伺いします。
　皆様からご提出いただく調査票については、統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正確なご記
入をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済産業省・長野県・原村　　
問い合わせ先　　村づくり戦略推進室　企画係　☎７９‐７９４２（直通）

　３Ｒとは
Reduce（リデュース）＝廃棄物の発生抑制《ごみを減らそう》　
Reuse（リユース）＝製品・部品の再使用《繰り返し使おう》
Recycle（リサイクル）＝再生資源の利用《再び資源として利用しよう》

　こうしたレジ袋の大量消費には、ごみの増加、
石油資源の枯渇、二酸化炭素の排出、自然界への
影響など、さまざまな問題があります。

県内のマイバッグ持参率の
現状は３０％弱です。長野県
では、県民の２人に１人以上
がマイバッグなどを持参し、
マイバッグ持参率を現状の
倍以上にすることを目指し、
「平成22年度までにマイ
バッグ等持参率を60％以
上とする」ことを統一目標
として掲げます。
　県民の皆様のご協力を
お願いいたします。

問い合わせ先　  長野県環境部廃棄物対策課資源化推進係 ☎026−235−7181（直通）

製造事業所の皆様へ 統計調査にご協力ください

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
�
グ
を
持
参
し
ま
し
�
う
！

アクアマリンは1998年
にSachikoさんとミマ
スさんで結成された音
楽活動グループです

今、私たちに必要なことは、
　　　一人ひとりが環境に配慮した行動を心がけ、ごみを出さない生活
　　　スタイルへの転換を図ることです。
　　　今までなにげなくもらっていたレジ袋を断り、マイバッグなどを使
　　　うことは、その第一歩です。

『レジ袋削減県民スクラム運動』が10月から始まっています
ここに掲載した障害者に関するマークをご存知ですか？
今年、地域福祉センターでは、障害者や妊産婦が施設を
利用しやすくなるようマークの整備をしました。新たに取
り付けられた設備もありますので、併せて紹介します。
村ではこれからも障害者にもやさしい福祉の村づくりを
目指します。これからの、社会全体での障害者の支援につ
いて、みなさんもともに考えてみませんか。

☆オストメイトマーク
人口肛門・人口膀胱を使用している方（オス
トメイト）のための設備があることを表して
います。
オストメイト対応トイレの入り口、案内誘導
プレートに表示されています。

☆ほじょ犬マーク、身体障害者補助犬啓発マーク
身体障害者補助犬同
伴の普及、啓発のため
のマークです。身体障
害者補助犬とは、盲導
犬、介助犬、聴導犬の
ことをいいます。
補助犬はペットではあ
りません。体の不自由
な方の、体の一部と
なって働いています。

社会のマナーもきちんと訓練されています
し、衛生面でもきちんと管理されています。
お店の入り口などでマークを見掛けたり、補
助犬を連れている方を見掛けた場合は、ご
理解とご協力をお願いします。

▽障害を持つ皆さんが容易に利用できる建
物、施設であることを明確に示す世界共通の
シンボルマークです。すべての障害者を対象と
したもので、特に車イスを利用する障害者を
限定し使用されるものではありません。

▽「身体内部に障害を持つ人」を表すマー
ク。身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、ぼう
こう、直腸、小腸、免疫機能）の障害をお持ち
の方は外見から分かりにくいため、さまざまな
誤解を受けることがあります。内部障害の方
の中には「電車などの優先席に座りたい、近
辺での携帯電話使用を控えてほしい」といっ
たことをじっと我慢されている方がいます。
マークを着用されている方を見掛けた場合
は、内部障害について理解し、配慮をお願い
します。
※このマークは法的拘束力はありません。

▽マタニティマークは「妊産婦にやさしい環
境づくり」を推進するため、厚生労働省で募
集を行い、選考されたものです。妊産婦が交
通機関等を利用する際に身につけ、周囲が
妊産婦への配慮を示しやすくします。交通機
関、職場、飲食店、公共機関等も、その取り組
みや呼び掛け文を付したポスターなどを掲
示し、環境づくりを推進します。

☆障害者のための国際シンボルマーク

☆ハートプラス
　　　　 マーク

☆マタニティ
　　　　 マーク

【オストメイト対応トイレ=地域福祉センター１階北】

新たに整備された
障害者を支援する設備と
妊産婦にやさしい環境づくりを
　　　　　　　　紹介します
　　～原村地域福祉センター編～

みなさんは持ち帰ったレジ袋をどうしていますか？

サ　チ　コ

ぼう  こう
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▼
除
雪
車
へ
は

　
　
　
　

近
づ
か
な
い
で
▲

　

除
雪
車
は
作
業
中
に
前
進
・
後

退
を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
非
常
に

危
険
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
除
雪
車
の
近

く
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た

ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
垣
根
や
立
ち
木
に
も　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

注
意
を
▲

　
　

　

垣
根
や
立
ち
木
の
枝
が
除
雪
作

業
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
長
く
な
っ
た
枝
は
切
り
落

と
す
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
▲

　

１
台
の
車
が
路
上
駐
車
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
路
線
、
地

域
全
体
の
除
雪
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
道
路
に
車
を

放
置
し
た
り
、
車
庫
代
わ
り
に
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。     

▼
道
路
に
雪
を

　
　
　
　
　

出
さ
な
い
で
▲

　

除
雪
車
が
除
雪
し
た
雪
や
、
玄

関
前
、
屋
根
な
ど
の
雪
を
、
道
路

に
出
さ
な

い
で
く
だ

さ
い
。

今
年
度
の
除
雪
体
制

■
第
一
次
除
雪

　

降
雪
量
が
10
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
61
路
線　

54
・
１
㎞
）

■
第
二
次
除
雪

　

積
雪
量
が
30
　

㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
14
路
線　

11
・
３
㎞
）

■
第
三
次
除
雪

　

積
雪
量
が
50
　

㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

■
主
要
村
道
の
路
面
が
凍
結
し
た

場
合
は
、
融
雪
剤
の
散
布
を
行
い

ま
す
。

■
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間

や
路
線
バ
ス
の
運
行
時
間
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
、
深
夜
か
ら
朝
方

に
か
け
て
行
い
ま
す
。

▼
出
入
り
口
の
除
雪
は

　
　
　
　
　

各
ご
家
庭
で
▲

　

「
除
雪
車
が
出
入
り
口
に
固
い

雪
を
置
い
て
い
く
の
で
困
る
」
と

い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
が
、
道
路

の
除
雪
作
業
に
は
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
も
必
要
で
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
出
入
り
口
に
た

ま
っ
た
雪
は
、
各
ご
家
庭
で
処
理

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
歩
道
、
消
火
栓
、
防
火
水

槽
の
除
雪
は
地
域
の
み
な
さ

ん
で
▲

　

歩
道
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の

除
雪
作
業
は
地
域
の
み
な
さ
ん
で

お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
が
滑
り
や
す
く

　
　
　
　

な
っ
て
い
ま
す
▲

　

除
雪
し
て
す
ぐ
の
道
路
は
と
て

も
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
手
も
交
通
マ
ナ
ー

を
守
り
、
通
行
に
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

　
　
　

場
合
も
あ
り
ま
す
▲

　

村
道
な
ど
の
早
朝
の
除
雪
作
業

は
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯
に
実
施

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

降
雪
時
間
、
積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
時
間
帯
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
危
険
箇
所
に
は
目
印
を
▲

　

除
雪
作
業
中
に
は
、
雪
に
隠
れ

て
危
険
箇
所
の
確
認
が
十
分
に
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
注
意

し
て
作
業
し
て
も
ら
い
た
い
場
所

や
構
造
物
が
あ
る
場
合
は
、「
竹
ざ

お
に
赤
布
を
付
け
る
」
な
ど
の
方

法
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
冬
期
間
の

　
　

ご
み
捨
て
に
つ
い
て
▲

　

収
集
日
の
前
日
や
夜
間
に
ご
み

を
出
す
と
、
除
雪
の
障
害
と
な
っ

た
り
、
ご
み
が
雪
に
埋
も
れ
て
し

ま
い
収
集
に
支
障
を
き
た
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
必
ず
収
集

日
当
日
の
朝
、
決
め
ら
れ
た
時
間

内
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の

通
行
障
害
を
取
り
除
く
た
め
、除
雪
計
画
を
作
り
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。今
年
度
の
除

雪
路
線（
村
道
）の
総
延
長
は
、65
・
４
㎞
で
す
。

　

村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の

通
行
障
害
を
取
り
除
く
た
め
、除
雪
計
画
を
作
り
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。今
年
度
の
除

雪
路
線（
村
道
）の
総
延
長
は
、65
・
４
㎞
で
す
。

「雪」の季節到来　道路の除雪作業にご協力を！

■原村除雪路線
第１次除雪路線
　＞＞概ね10㎝以上の降雪により出動

第２次除雪路線
　＞＞概ね30㎝以上の積雪により出動

■長野県除雪路線

除雪路線図

　
　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
は
住
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
！

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
は
住
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
！

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

到
来
到
来

特   集

　
　

除
雪
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先

【
村
道
】

原
村
役
場
建
設
水
道
課
建
設
係

☎
７
９

－

７
９
２
１
（
直
通
）

【
県
道
】

諏
訪
建
設
事
務
所
維
持
管
理
係

☎
５
７

－

２
９
３
７
（
直
通
）

5 4

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め

に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
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原
村
の
美
し
い

　
　
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

阿久
払沢

一番塚柳沢

上室内

上里

分杭

深山

中新
田南

御射
山

八ツ手

景
観
は
、
自
然
・
風
土
に
加
え
、

長
い
歴
史
の
中
で
人
々
に
よ
っ
て

つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

で
、
私
た
ち
の
生
活
を
快
適
に
し

て
く
れ
る
大
切
な
要
素
の
ひ
と
つ

で
す
。

こ
の
「
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、
原
村
の
も
つ
多
様
な
景
観
資

源
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
し
、
住

民
が
誇
り
と
愛
着
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
景
観
づ
く
り
や
村
の
美
し

い
景
観
保
全
を
目
的
に
、
景
観
と

村
づ
く
り
の
会
が
主
催
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
村
内
か
ら
15
点
の
応
募

が
あ
り
、
３
点
の
入
選
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。

原村の美しい景観写真コンクール

　優秀賞  「芝桜の土手」   　藤原　光郎

　優秀賞   「つらら」　野明　勝江　 　最優秀賞　「コスモス」　今村　佳子　
よし　こ
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５ヶ月後に迫った国民の司法参加

裁　判　員
　制　度

５ヶ月後に迫った国民の司法参加

　制度をより詳しく知りたい方はこちら
裁判員制度ウェブサイト  http://www.saibanin.courts.go.jp/　裁判員制度携帯サイト  http://www.saibanin.courts.go.jp/k/裁判員制度メールマガジン  http://www.saibanin.courts.go.jp/melmaga/index.html

2009年５月21日の裁判員制度の開始まで半年を切りました。

ご自分に通知が届いたときのために、すでに勉強されている方もいるかもしれませんが、もう

一度裁判員制度について確認しましょう。

裁　判　員
　制　度

　　　　　裁判員候補者として

裁判所に行く日時は、原則と

して選任手続期日の６週間程

度前に知らされます。審理が

通常よりも長くかかると考えら

れる事件については８週間程

度前までには知らされる予定

です。

　お知らせには、裁判員に選

ばれた場合にいつからどの程

度の期間務めなければならな

いか、職務従事予定期間が記

載されています。

・・・個別の事件について、国民の皆さんから選ばれ

た６人の裁判員の方に、刑事手続のうち地方裁判所

で行われる刑事裁判に参加してもらい、３人の裁判

官と一緒に被告人が有罪か無罪か、有罪の場合どの

ような刑にするのかを決めてもらう制度です。この制

度では、裁判の進め方やその内容に国民の視点、感

覚が反映されるので、その結果、裁判全体に対する

国民の理解が深まり、裁判がより身近に感じられ、司

法への信頼が高まっていくことが期待されています。

※この特集は最高裁判所発行の
　冊子をもとに作成しています。

約６週
間前ま

でに。
通知は

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

問
答

■裁判員（候補者）に選ばれても、毎日、家で介護しなければならない方がいるな
ど、辞退したい事情をお持ちの方もいるでしょう。では、辞退が認められる時という
のは、どのような場合でしょうか。

■候補者は、事件ごとに、選任手続期日に裁判所へ出向きます。面接が行われた後、くじによって裁判員が選ばれます。

裁　判　員
　制　度

裁判員を辞退することはできないのですか？

１．裁判員制度は、特定の職業や立場の人に偏らず、広く国民に参

加してもらう制度ですので原則として辞退はできません。ただ

し、参加する個々の国民の負担が、過重なものとならないよう

にとの配慮などから、例えば重い疾病や傷害、父母の葬式への

出席等別の日に行うことができない、社会生活上の重要な用務

があるなど、法律に辞退事由が定められており、裁判所がその

ような事情に当たると認めれば辞退することができます。

２．仕事が忙しいというだけの理由では、辞退はできないことに

なっています。ただし、とても重要な仕事があり、ご自身が処

理しなければ、著しい損害が生じると裁判所が認めた場合に

は、辞退が認められることになっています。

３．「介護又は養育が行われなければ日常生活を営むのに支障があ

る同居の親族」の介護や養育を行う必要があれば辞退の申し

立てが可能です。介護や養育がどの程度必要か、他の同居の

親族が、特に支障なく代わりに介護や養育を行うことができ

るかなどの事情を考慮し、裁判所が個々のケースごとに、具

体的に辞退を認めるかどうかを判断することになります。また、

お子さんが病気にかかっている場合についても同様です。

※裁判員の仕事に必要なため、会社の休みをとることは法律で認められています。また、裁判員として

仕事を休んだことを理由に、解雇などの不利益な扱いをすることは法律で禁止されています。裁判員

候補者として選任手続期日に出向く場合も同様です。

育児中に裁判に参加する場合、どうすればいいでしょうか？

育児中の方が安心して裁判員裁判に参加でき

るよう、国は保育サービスなどを利用しやす

くするように努力しています。「子どもを預

けたことがないから不安」など、それぞれに

事情はあると思います。辞退の申し出も可能

ですので、過度の負担にならないようにして、

参加するかどうかを決めてください。国も無

理にお願いするようなことはいたしません。

※

裁判員は何日間ぐらい裁判に参加するのですか？

実際に裁判員として裁判所に出向く日数はそれぞれの事件の内容に

より異なりますので、一概にはいえません。裁判員裁判では、法廷

での審理を始める前に裁判官、検察官、弁護人の三者でポイントを

絞ったスピーディーな裁判が行われるように、事件の争点や証拠を

整理し、審理計画を明確にするための手続（公判前整理手続）が行

われます。また、できるだけ連日的に開廷することになっています

ので、約７割の事件は３日間以内で終わると見込まれています。

交通費などは支給されますか？

裁判所に出向いた日数に応じて日当や交通費が支給されます。また、

裁判所から家が遠いなどの理由で宿泊しなければならない場合には、

宿泊料も支払われます。裁判員候補者として裁判所に出向いたもの

の、最終的に裁判員に選ばれなかった方についても同様です。

日当の具体的な金額

　裁判員候補者・・・１日当たり8000円以内

　裁判員および補充裁判員に選ばれた方・・・１日当たり10000円以内

裁判員になったことを家族や親しい人に話してもいいですか？

法律上、何人も、名前、住所その他裁判員であることを特定するに

足りる情報を公にしてはならないとされ、裁判員自身が、自分が裁

判員であることを公にする場合も含みます。これは、裁判員への接

触や働き掛けを防ぎ、裁判員自身の平穏を保護するとともに、裁判

員裁判の公正さを確保する目的もあるからです。そこで、例えばイ

ンターネットで自分が裁判員になったことを公表することは許され

ませんが、日常生活の中で、家族や親しい人に話すことまでは禁止

されません。なお、裁判員でなくなった後に、自分が裁判員であっ

たことを公にすることは禁止されていません。

上司に裁判員（候補者）になったことを話してもいいですか？

休暇を取得するために、裁判員（候補者）になったことを上司等に

話すことは差し支えありません。また、報告を受けた上司が、さら

にその上司や使用者に報告することも、必要な範囲内であれば差し

支えありません（ただし、公にすることは法律で禁止されていま

す）。むしろ、積極的に上司などに相談して、周囲の理解を得てい

ただくことが重要です。

トラブルに巻き込まれたりしないですか？

裁判員の名前や住所などの情報は、公にしてはならないとされてい

ます。また、事件に関して裁判員に接触することも禁止されていま

すし、裁判員に頼み事をしたり、裁判員やその家族を脅した者には、

刑罰が科せられることになっています（２年以下の懲役または２０

万円以下の罰金）。

裁判員やその親族に危害が加えられるおそれがあり、裁判員の関与

が非常に難しいようなごく例外的な事件については、裁判員が加わ

らず裁判官だけで裁判をすることも法律に定められています。

←
裁
判
員
裁
判
は
１
日
何
時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
か
？

ことが困難な人 例え
ば…住所、居所が裁
判所の管轄区域
外の遠隔地にあ
り、裁判所に行く
ことが困難な人

問  長野地方裁判所松本支部 刑事係

☎ 0263−32−3090（直通）
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TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ
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I N F O R M A T I O N
　

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
免

許
を
お
持
ち
の
方
、あ
る
い
は
指

導
員
と
し
て
働
い
て
い
た
だ
け

る
、平
成
21
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
学
童
ク
ラ
ブ
・・・
保
護
者
が
就

労
等
に
よ
り
家
庭
が
留
守
に
な

る
児
童
に
対
し
て
、正
し
い
生
活

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、児
童
の

保
護
と
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

勤
務
日
等
●
平
日
の
学
校
登
校

日
お
よ
び
学
校
休
業
日

▽
登
校
日
＝
午
後
１
時
か
ら
午

後
７
時

▽
休
業
日
＝
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
30
分（
う
ち
８
時
間
勤
務
）

勤
務
場
所
●
小
学
校
学
童
ク
ラ

ブ
の
家（
原
村
商
工
会
館
東
側
）

応
募
方
法
●
原
村
教
育
委
員
会

教
育
課
総
務
・
学
校
教
育
係
に
履

歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日
●
12
月
25
日
木

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
教
育
委
員
会
教
育
課　

総
務
・
学
校
教
育
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
０（
直
通
）

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。テ
レ

ビ
な
ど
の
放
送
に
よ
り
授
業
を

行
う
通
信
制
の
放
送
大
学
で
は
、

働
き
な
が
ら
学
び
た
い
、生
涯
学

習
に
興
味
が
あ
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
、幅
広
い
世
代
の
方

が
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

出
願
期
間
●
平
成
20
年
12
月
15

日
〜
平
成
21
年
2
月
28
日

資
料
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ
先
●

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
‐
２
３
３
２

　

鹿
児
島
県
の
与
論
島
を
舞
台

に
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会
と
与
論
町
が
協
力
し
合
い

青
少
年
育
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

外
国
人
小
学
生
の
参
加
も
１
０
０

名
を
超
え
、
豊
か
な
自
然
の
中
、

国
際
交
流
や
共
通
体
験
、
野
外

活
動
体
験
を
通
し
て
新
し
い
友

情
の
輪
を
広
げ
ま
す
。
南
の
島

特
有
の
文
化
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
の
事
業
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

期
間
●
平
成
21
年
３
月
27
日
〜

４
月
２
日

申
込
期
限
●
平
成
21
年
３
月
６
日

資
料
請
求
、問
い
合
わ
せ
先
●

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会

　

☎
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

　

長
野
県
企
画
部
情
報
統
計
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
長
野
県

内
の
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者
で

は
、
２
０
１
１
年
７
月
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
終
了
に
向
け
て
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
富
士
見
局

の
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
も
、

今
月
、
開
局
す
る
予
定
で
す
。

　

長
野
県
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
は
、
２
０
０
６
年
10
月
１
日

か
ら
全
放
送
事
業
者
が
開
始

し
、
既
に
長
野
（
美
ヶ
原
）
送

信
所
の
他
、
17
局
の
中
継
局
が

開
局
し
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
デ

ジ
タ
ル
中
継
局
開
局
以
降
は
、

鮮
明
で
高
画
質
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

【
開
局
予
定
の
中
継
局
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

（
総
合
・
教
育
）、Ｓ
Ｂ
Ｃ
、Ｎ
Ｂ
Ｓ
、

Ｔ
Ｓ
Ｂ
、ａ
ｂ
ｎ
）】

中
継
局
名
●
富
士
見
局

放
送
区
域
●
茅
野
市
、
富
士
見

町
、
原
村
の
各
一
部

本
放
送
開
始
予
定
●

　

２
０
０
８
年
12
月

問
い
合
わ
せ
先
●　
　
　
　
　

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」で
す
。北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
人
拉
致
問
題
へ
の
関
心
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

茅
野
警
察
署

　

☎
８
２
‐
０
１
１
０

原
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日、12/27～1/4

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日、12/27～1/4

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日、12/27～1/4

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日、12/28～1/4

■中央公民館［☎79-7940］
12/27～1/4

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、12/24、12/28夜間

12/29～1/3、1/14

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、12/26、12/29～1/5、1/13

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
12/29～1/3

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日※12/23は開館

12/24、12/25、12/29～1/3、1/14

■もみの湯［☎74-2911］
12/17、12/31、1/1の10時～14時、1/7

12月 　1月

D e c e m b e r  t o  J a n u a r y

　 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15

募　

集

放
送
大
学
生

お
知
ら
せ

放送大学ホームページ＿アドレス
http://www.u-air.ac.jp

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

富
士
見
局
開
局

北
朝
鮮
人
権
侵
害

    

問
題
啓
発
週
間

社団法人　デジタル放送推進協会（Dpa）ホームページ＿アドレス
http://www.dpa.or.jp/

ち
び

　

っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

自
立
し
た

　
　

地
域
経
済
の
構
築

地
産
地
消
を
目
指
し
て

　

◆
経
過
と
目
的

　

原
村
で
は
�
平
成
20
年
２
月

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
�
資
源
枯
渇
の
問
題
に
対
処

し
�
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域

の
確
立
に
向
け
た
具
体
策
を
明

確
に
す
る
た
め
地
域
省
エ
ネ
ル

ギ
�
ビ
ジ
�
ン
を
策
定
し
ま
し

た
�そ
の
中
で
﹁
フ
�
ド
マ
イ
レ

�
ジ※

２

﹂
の
観
点
か
ら
﹁
地
産
地

消
﹂
を
重
点
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の

ひ
と
つ
に
あ
げ
て
い
ま
す
�

　

こ
の
ほ
か
外
圧
に
強
い
自
立

し
た
地
域
経
済
の
構
築
の

た
め
の
二
点
か
ら
本
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
�

◆
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か

▼
講
演
会
開
催

　

10
月
27
日
経
済
評
論
家
の
森

野
榮
一
さ
ん
を
講
師
に
�
環
境
・

経
済
講
演
会
﹁
自
立
し
た
地
域

経
済
の
構
築 

� 

エ
ネ
ル
ギ
�

の
地
産
地
消
に
向
け
て 

� 

﹂
と

題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
�講
演
会
で
は
�
世
界
経
済
の

現
状
や
�
太
陽
光
�
風
力
�
水
力
�

森
林
資
源
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
�
導
入

の
必
要
性
と
�
自
然

エ
ネ
ル
ギ
�
の
中
で

も
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
来
年
度
か
ら
国

の
補
助
金
復
活
も
提

案
さ
れ
て
い
る
現
状

が
話
さ
れ
ま
し
た
�

▼
ワ
�
ク
シ
�
�
プ

で
検
討

　

第
１
回
の
ワ
�
ク

シ
�
�
プ
は
11
月
20
日
に
行
い

ま
し
た
�ア
ド
バ
イ
ザ
�
に
森
野

榮
一
さ
ん
を
迎
え
�﹁
原
村
を
何

度
か
訪
れ
て
い
る
が
�
将
来
ど
ん

な
地
域
に
し
た
い
か
感
じ
ら
れ

な
い
�毎
日
�
よ
そ
の
町
に
買
い

物
に
行
き
�
遊
び
に
行
く
こ
と

は
�
自
分
の
原
村
を
見
放
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
�原

村
の
人
が
見
放
し
た
場
所
に

よ
そ
の
人
が
来
て
く
れ
る
は
ず

も
な
い
﹂
と
い
�
た
お
話
を
聞
い

た
あ
と
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
を
行

い
ま
し
た
�原
村
の
魅
力
を
牽
引

す
る
場
所
で
あ
る
ペ
ン
シ
�
ン

ビ
レ
�
ジ
の
名
前
を
�
将
来
の
原

村
の
夢
を
乗
せ
て
考
え
�
提
案
者

の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
�ま

た
﹁
原
村
は
上
流
に
集
落
が
な
い

こ
と
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
米
の
発
信

を
し
た
場
合
�
最
上
流
米
と
し
て

説
得
力
が
有
る
﹂
と
い
う
こ
と
で

原
村
の
ブ
ラ
ン
ド

米
の
名
前
も
考
え

ま
し
た
�

　

次
回
�
第
２
回

は
12
月
18
日
に
行

い
ま
す
�ゆ
め
の
原

村
を
め
ざ
す
具
体

的
な
行
動
プ
ラ
ン

づ
く
り
に
合
わ
せ
�

エ
ネ
ル
ギ
�
の
地

産
地
消
の
取
り
組

み
も
考
え
ま
す
�

　

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
村

づ
く
り
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
�

　

※

１︻
地
産
地
消
︼

　

地
域
生
産
地
域
消
費
の
略
で
�

地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地

元
で
消
費
す
る
と
い
う
意
味
で

言
わ
れ
て
い
ま
す
�ス
ロ
�
フ
�

ド
運
動
の
影
響
で
地
元
の
食
品
・

自
然
の
旬
の
時
期
の
食
品
が
健

康
に
良
い
と
い
�
た
イ
メ
�
ジ

　

か
つ
て
�
食
と
エ
ネ
ル
ギ
�
は
そ
の
大
部
分
を
地
域
内
で
賄
�

て
い
ま
し
た
�
グ
ロ
�
バ
ル
経
済
の
発
展
に
よ
り
�
店
頭
に
は
輸

入
し
た
農
作
物
が
並
び
�
エ
ネ
ル
ギ
�
の
多
く
を
電
気
と
石
油
に

依
存
す
る
の
が
ご
く
当
た
り
前
と
な
�
て
い
ま
す
�

　

大
量
に
輸
入
す
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
現
地
の
人
々
に
痛
み
を
与

え
�
地
球
に
負
担
を
強
い
て
い
る
で
し
�
う
か
�
輸
送
の
際
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
考
え
て
も
季
節
の
旬
の
食
べ
物
を
地
域
内
で

賄
え
れ
ば
ど
ん
な
に
良
い
で
し
�
う
か
�

　

地
球
温
暖
化
防
止
が
叫
ば
れ
る
中
�
住
民
に
出
来
る
こ
と
は

﹁
ま
ず
�
省
エ
ネ
﹂
と
い
�
た
啓
発
が
先
行
し
が
ち
で
す
�
皆
さ

ん
は
将
来
の
不
安
に
備
え
て
貯
蓄
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
�
貯

蓄
も
重
要
で
す
が
�
現
在
の
経
済
状
況
を
思
え
ば
�
貯
蓄
せ
ず
に

自
分
で
自
分
を
賄
え
る
様
�
食
や
エ
ネ
ル
ギ
�
を
生
む
機
器
等
の

資
産
に
投
資
す
る
こ
と
で
�
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
村
で
は
�
経
済
評
論
家
の
森
野
榮
一
さ

ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
�
に
�
地
産
地
消※

１

の
大
切
さ
を
知
り
�
経
済

成
長
に
逆
行
す
る
の
で
は
な
く
�
食
と
エ
ネ
ル
ギ
�
の
地
産
地

消
・
持
続
可
能
な
自
立
し
た
地
域
経
済
の
構
築
を
目
指
し
�
そ
の

た
め
の
仕
組
み
作
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
�　

や
�
農
産
物
に
対
す
る
安
全
・
安

心
志
向
の
高
ま
り
を
う
け
て
�
食

の
安
全
性
や
ブ
ラ
ン
ド
を
訴
え

る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
�注
目
さ
れ
て
い
ま
す
�

　

※

２︻
フ
�
ド
マ
イ
レ
�
ジ
︼

　

生
産
地
と
消
費
地
が
遠
く
な

る
と
輸
送
に
か
か
わ
る
エ
ネ
ル

ギ
�
が
よ
り
多
く
必
要
に
な
り

ま
す
�こ
れ
は
�
消
費
地
に
食
料

を
運
ぶ
間
に
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
増
え
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
�
国
単
位
で
の

議
論
が
活
発
で
す
が
�
地
域
間

に
お
い
て
も
重
要
な
考
え
方
と

い
え
ま
す
�
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中
で
の
減
免
申
請
の
場
合
に
は

上
限
額
も
変
わ
り
ま
す
。

【
自
動
車
取
得
税
】
平
成
21
年
４

月
１
日
取
得
分
か
ら
、上
限
額
を

１
２
５
，０
０
０
円（
注
２
）と
し

て
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
の
自

動
車
取
得
税
額
が
１
２
５
，
０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
、１
２
５
，０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
税
額
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
注
２
…
自
動
車
に
対
し
て
障

害
者
の
た
め
に
構
造
変
更
等
を

し
て
い
る
場
合
に
は
、自
動
車
取

得
税
の
上
限
額
が

上
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
方
事

務
所　

税
務
課

　

☎
５
７
‐
２
９
０
５

　

株
券
電
子
化
制
度
は
平
成
21

年
１
月
５
日
に
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。制
度
の
実
施
後
、
株
式

の
管
理
や
取
引
は
よ
り
安
全
で

効
率
的
に
な
り
ま
す
。な
お
、
実

施
前
の
手
続
き
を
怠
る
と
株
主

の
権
利
を
失
う
恐
れ
も
あ
り
ま

す
の
で
、所
有
し
て
い
る
株
式
は
、

名
義
の
書
き
換
え
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
か
ど
う
か
、必
ず
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
自
分
で
自
宅
ま
た
は
貸
金
庫
に

他
人
名
義
で
保
管
し
て
い
る
場
合

…
他
人
名
義
で
特
別
口
座
が
開
設

さ
れ
、最
悪
の
場
合
、株
主
と
し
て

の
権
利
を
失
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
本
人
名
義
へ
の
書
き

換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
株
券
を
担
保
と
し
て
差
し
入

れ
て
い
る
場
合
…
証
券
会
社
を

通
じ
て
証
券
保
管
振
替
機
構（
ほ

ふ
り
）に
預
託
、
も
し
く
は
②
株

主
名
簿
に
質
権
の
登
録
を
し
な

い
と
、担
保
権
が
失
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。担
保
権
設
定
者
、

担
保
権
者
双
方
が
予
め
協
議
の

上
、取
扱
証
券
会
社
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

「
株
券
電
子
化
」
な
ん
で
も

相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０
‐
７
７
‐
０
９
１
５

　
「
過
労
死
」
と
す
る
脳
・
心
臓

疾
患
の
認
定
基
準
は
平
成
13
年

に
改
正
さ
れ
、業
務
に
よ
る
明
ら

か
な
過
重
負
荷
と
し
て
、従
来
の

「
異
常
な
出
来
事
」と「
短
時
間
の

過
重
業
務
」に
加
え
、
長
時
間
に

わ
た
る
過
労
の
蓄
積
が
考
慮
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

ほ
か
精
神
障
害
の
事
案
な
ど
、社

会
的
関
心
の
高
い
こ
れ
ら
の
労

災
補
償
に
関
す
る
各
種
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
、特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）か
ら
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
）へ
と
変
更
を
希
望
さ

れ
る
場
合
、一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
年
金
天
引
き
か
ら
口

座
振
替
へ
と
変
更
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
医
療
給
付

係
ま
た
は
税
務
係
の
窓
口
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。平
成
21
年
１
月

末
日
ま
で
に
手
続
き
が
完
了
し

た
方
は
４
月
分
か
ら
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。

申
込
先
、問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
５（
直
通
）

　

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
防
護
柵
や

ネ
ッ
ト
を
新
設
し
た
方
に
、経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
●
購
入
し
た
資
材
費
の

10
％
以
内

対
象
者
●
本
村
に
居
住
し
、農
業

生
産
を
し
て
い
る
農
業
者
、お
よ

び
本
村
に
本
店
所
在
地
を
置
く

農
業
法
人
。

対
象
施
設
●
電
気
柵
、金
網
柵
、

ビ
ニ
ー
ル
柵
お
よ
び
防
護
ネ
ッ

ト
の
う
ち
、今
年
設
置
し
た
も
の

で
精
算
が
済
ん
で
い
る
も
の
。

受
付
期
間
、
受
付
窓
口
●

　

12
月
17
日
水
〜
12
月
26
日
金

　

農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

持
ち
物
●
購
入
資
材
の
数
量
等

が
わ
か
る
書
類
、領
収
書

問
い
合
わ
せ
先
●

　

農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　

☎
７
９
‐
７
９
３
１（
直
通
）

　

長
野
県
で
は
障
害
者
の
方
に

対
し
て
自
動
車
税
・
自
動
車
取

得
税
の
減
免
を
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
21
年
度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
税
の
減
免
額
に
上
限
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

【
自
動
車
税
】
平
成
21
年
度
の
課

税
分
か
ら
、４
５
，０
０
０
円（
注

１
）を
上
限
と
し
て
減
免
さ
れ
ま

す
。 

　

減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車

の
自
動
車
税
額
が
４
５
，０
０
０

円
を
超
え
た
場
合
、４
５
，０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
税
額
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、
障

害
者
の
方
が
専
ら
乗
ら
れ
る
車

い
す
自
動
車
に
つ
い
て
は
、今
ま

で
ど
お
り
全
額
減
免
し
ま
す
。

※
注
１
…
グ
リ
ー
ン
化
税
制
に

よ
っ
て
自
動
車
税
が
軽
課
・
重

課
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、年
度
途

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／12月19日（金）、１月９日（金）
　　　　１月16日（金）　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／１月11日（日） 午後１時30分～午後５時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／１月９日（金）午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会会員の弁護士

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／12月24日（水）、１月14日（水）
　　　　午前10時～午後３時30分
◇場所／茅野商工会議所４階
◆日時／１月７日（水） 午前10時～午後３時
◆場所／富士見町役場
◇◆担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／土曜日・日曜日・祝日・第３火曜日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
◆消費生活巡回相談　問☎79-7927
◆日時／12月16日（火）
　　　　午前10時30分～午後３時
◆場所／中央公民館 講義室
◆担当／県消費生活センターおかや職員

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／１月14日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／１月８日（木）午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所の
　　　　交通事故相談員

お
知
ら
せ

労
災
保
険
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先
●

　

労
災
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
６
‐
２
２
４
‐
９
０
４
４

　

日
常
生
活
に
お
け
る
契
約
等

の
専
門
家
で
あ
る
行
政
書
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

開
設
日
時
●
12
月
18
日
木

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場
●
長
野
県
行
政
書
士
会
館

相
談
内
容
●
相
続
、
遺
言
手
続

き
、
各
種
契
約
書
、
権
利
義
務
関

係
等
の
手
続
き
、成
年
後
見
等
の

諸
手
続
き

電
話
相
談
、問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
２
６
‐
２
２
４
‐
１
３
０
０

社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

③
12
／
15
月　

④
12
／
22
月

　

⑤
１
／
５
月　

⑥
１
／
12
月

　

⑦
１
／
19
月　

午
前
９
時

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
12
／
27
土　

○
１
／
10
土

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
御
来
光
登
山

　

○
１
／
１
木　

午
前
５
時

■
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

　

○
１
／
１
木　

午
前
10
時

■
利
用
者
会
議

　

○
１
／
９
金　

午
後
７
時
30
分

■
テ
ニ
ス
教
室

　

①
１
／
11
日　

②
１
／
18
日

　

午
後
７
時

■
村
民
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

○
１
／
17
土　

午
前
８
時

　

会
場
＝
小
学
校
校
庭
ス
ケ
ー

　

ト
リ
ン
ク

中
央
公
民
館 

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
講
習
Ｂ
④

　

④
12
／
15
月　

午
後
１
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級

　

⑨
12
／
16
火　

⑩
１
／
20
火

　

午
後
１
時
15
分

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

（
要
予
約
）

　

⑧
12
／
17
水　

午
後
１
時

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
⑨

　

12
／
25
木　

午
後
１
時

　

午
後
７
時
30
分

■
原
村
成
人
式

　

１
／
３
土　

午
前
11
時

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

⑬
12
／
17
水　

⑭
１
／
８
木

　
　

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
講
習

　

①
１
／
14
水　

②
１
／
16
金

　

③
１
／
19
月　

午
後
７
時

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

税
の
減
免
の
制
度
改
正

諏訪地方事務所税務課＿Ｅメールアドレス
suwachi-zeimu@pref.nagano.jp

日
常
生
活
に
お
け
る

契
約
等
無
料
相
談
会

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
等
徴
収
方
法
変
更

株
券
電
子
化

実
施
前
の
手
続
き

日本証券業協会 証券決済制度改革推進センターホームページ＿アドレス   http://www.kessaicenter.com/
広報はら８月号３ページにも株券電子化に関するお知らせを掲載しています。

財団法人国際青少年研修協会ホームページ＿アドレス
http://www.kskk.or．jp

＝これからの催し物＝

★クリスマス会
日時／12月21日（日）
　　 午後1時30分～
場所／原村図書館２階
内容／読書ボランティア

グループと子ども
ボランティア「の
このこ」の皆さん
によるクリスマス
会です。クリスマ
スのおはなし、絵
本、紙芝居、クリ
スマス飾りを作り
ます。お友達をさ
そって、大勢おで
かけください。

★書庫改造工事の
　　　　　お知らせ
　現在、図書館北側の建物
の一部を取り壊し、書庫に改
造する工事を行っています。
現場付近の通行には十分ご
注意ください。工事は12月
末までかかる予定です。

とんび
重松清（角川書店）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

昭和37年、ヤスに長男が生まれ
た。幼い頃に親と離別したヤスに
とって、それはようやく手に入れ
たぬくもりだった。しかしその幸
福は、突然の悲劇によって打ち砕
かれてしまう。我が子の幸せを願
う父親の姿を描いた長編小説。

詩物語　啄木と賢治
関厚夫（産経新聞出版）

出会いの道　日本の名景ベスト50
（河出書房新社）

石川啄木の「心のこゑ」宮澤賢治
の「魂の記憶」に込められた思い
とは･･･。激動の時代、挫折や困
難に打ちひしがれ、それでも常に
前を見続けた、無垢な命の軌跡
を、彼らの詩とともにひもとく。

積丹半島のローソク岩、上高地
大正池、伏見稲荷の鳥居、ホルン
フェルス海岸･･･。不思議で、そ
れでいて懐かしく心を揺さぶら
れる日本の50の名景を、それぞ
れの逸話とともに紹介した写真
集。

寒天・ところてん読本
松橋鐡治郎（農山漁村文化協会）

本当においしい寒天・ところて
んとは？　肥満防止・コレステ
ロール低下などで注目される伝
統食品、寒天・ところてん。その
機能性と、おいしさの科学、製法、
品質の知識、見分け方、選び方を
ガイドする。

クリスマスのふしぎなはこ
長谷川摂子ぶん　斉藤俊行え（福音館書店）

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、12/26（金）、12/29（月）～1/5（月）、1/13（火）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

僕がクリスマスの朝に見つけた
箱の中には、サンタさんの姿が
見えた。箱を開けるたびにサン
タさんは、そりに乗ってどんど
ん進んでいく。サンタさんがだ
んだん家に近づく･･･期待感いっ
ぱいの絵本。

十二支のはやくちことばえほん
高畠純（教育画劇）

十二支の動物たちのユーモラス
でセンスあふれるイラストとと
もに、はやくちことばを紹介。
読んで笑える。覚えてためにな
る。愉快で楽しい絵本。これか
らの季節にぴったり。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
補
助

金
の
交
付
申
請
、受
付
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休
業
日
及
び
収
集
日
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

《
南
諏
衛
生
セ
ン
タ
ー
》

　

12
月
27
日
土
か
ら
１
月
４
日

日
ま
で
休
業
し
ま
す
。

・
12
月
31
日
水
の
不
燃
ご
み
の
収

集
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
12
月
29
日
月
の
粗
大
ご
み
の
収

集
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

◆
し
尿
収
集
は
、
12
月
27
日
土
か

ら
1
月
4
日
日
ま
で
休
業
し
ま

す
。

※
休
業
日
前
は
込
み
合
い
ま
す
の

で
早
め
に
汲
み
取
り
を
行
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

《
諏
訪
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
》

　

12
月
31
日
水
か
ら
1
月
4
日

日
ま
で
休
業
し
ま
す
。

・
平
成
20
年
1
月
2
日
金
の
可
燃

ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

し
ょ
う

　

平
成
18
年
分
以
降
の
農
業
所

得
の
白
色
申
告
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
方
に
、
収
入
と
経
費
を
科

目
ご
と
に
集
計
し
た
『
収
支
内
訳

書
』
を
作
成
し
、
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
に
向
け
て
お
早
め
に
、
領

収
書
な
ど
農
業
の
お
金
の
収
支

に
関
係
す
る
書
類
を
整
理
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

収
入
や
経
費
の
書
類
を
も
と

に
、
村
の
税
務
職
員
が
個
別
に
収

支
内
訳
書
の
作
成
の
お
手
伝
い
を

す
る
「
農
業
収
支
内
訳
書
の
個
別

相
談
会
」
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。
予
約
が
必
要
で
す
。

　

税
務
係
の
窓
口
で
『
収
支
計
算

の
手
引
き
』
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
別
相
談
会
開
設
日
時

　

１
月
1４
日
水

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
原
村
役
場
２
０
１
会
議
室

　

村
を
発
注
者
と
す
る
建
設
工

事
・
製
造
の
請
負
、
設
計
・
測
量

な
ど
の
委
託
業
務
の
入
札
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、
資
格
審
査
と

そ
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
平
成
21
、
22
年
度
の
入
札

に
参
加
し
よ
う
と
す
る
事
業
所

な
ど
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
細
は
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
２
月
１
日
〜
28

日
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
10
月
31
日
ま
で
の
閲
覧
状

況
を
公
表
し
ま
す
。

◆
個
人
ま
た
は
法
人
に
よ
る
閲

覧
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
収
支
計
算
の
準
備
を
し
ま

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

むらのかかりつけ医のコーナーは、しばらく掲載をおやすみします。

入
札
参
加
資
格
審
査

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
住
民
財
務
課
住
民
係

　

☎
79
‐
7
9
2
7
（
直
通
）

農
業
所
得
の
申
告

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
計
算

機
、
農
業
の
収
入
や
経
費
が
わ
か

る
書
類
（
領
収
書
、
通
帳
な

ど
）
、
昨
年
分
の
収
支
内
訳
書
の

控
え

　

所
得
税
や
地
方
税
で
は
、
申
告

す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が

「
障
害
者
（
ま
た
は
特
別
障
害

者
）
」
に
該
当
す
る
場
合
、「
障

害
者
控
除
」
と
し
て
一
定
金
額
を

所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、
65
歳
以
上

の
老
齢
者
で
精
神
ま
た
は
身
体
等

に
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、
障
害

の
程
度
に
応
じ
て
「
障
害
者
控

除
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
控

除
」
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

申
告
に
は
、
村
が
交
付
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
・
３
級

の
資
格
取
得
研
修
を
受
講
し
た

場
合
、
受
講
料
を
助
成
し
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
家
族
介
護
の
経
験

を
活
か
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
働
き
た
い
方

■
助
成
額
／
３
０
，
０
０
０
円
を

限
度

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度

障
害
児
・
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん

に
、
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
児
福
祉

手
当
ま
た
は
特
別
障
害
者
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
児
福
祉
手
当
支
給
要
件

／
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
20
歳
未
満
の
重
度
障
害
児

で
、
該
当
と
な
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
人
。
障
害
児
が
障
害
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
お
よ
び

肢
体
不
自
由
児
施
設
な
ど
に
入

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
発
行
し
ま
す

所
し
て
い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

■
特
別
障
害
者
手
当
支
給
要
件

／
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
重
度

障
害
者
で
、
該
当
と
な
る
程
度
の

障
害
を
重
複
し
て
有
す
る
人
。
障

害
者
支
援
施
設
や
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と

き
、
お
よ
び
病
院
や
診
療
所
に
継

続
し
て
3
ヶ
月
以
上
入
院
し
て
い

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
へ
入
園
す

る
前
の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や

保
護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。図
書
館
２

階
会
議
室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
１
月
の
日
程 

　

６
日
火
、
８
日
木
、
９
日
金
、

　

15
日
木
、
16
日
金
、
20
日
火
、

　

22
日
木
、
23
日
金
、
27
日
火
、

　

29
日
木

■
開
設
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
7
0
3
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
7
0
3
（
直
通
）

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN
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原
村
一
般
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
の
答
申
書
が
11
月
７
日
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。１
年
余
の
検
討

を
経
て
今
回
は
生
ご
み
の
減
量
に
つ

い
て
、
自
家
処
理
を
中
心
に
原
村
な

ら
出
来
る
方
法
と
い
う
こ
と
で
提
言

し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
少
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。焼
却
灰
の
処
分
場
は
諏
訪

南
清
掃
セ
ン
タ
ー
関
係
で
は
、
茅
野

市
の
も
の
と
南
諏
衛
生
施
設
組
合

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

満
杯
が
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
で
は
、
佐

久
の
民
間
最
終
処
分
場
に
受
け
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
此
処
は

満
杯
に
な
れ
ば
当
然
で
す
が
、
そ
の

他
の
都
合
で
も
受
け
入
れ
を
停
止

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
っ
た
時
、
組
合
で
は
自
前

の
処
分
場
を
作
る
か
、
新
し
く
受
け

入
れ
て
く
れ
る
民
間
処
分
場
を
探

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。現
在
の

ご
時
勢
で
す
か
ら
他
処
の
灰
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
施
設
は
な
か
な
か

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。自
前
の
施
設
を

作
る
こ
と
も
難
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

灰
溶
融
施
設
も
難
し
い
で
す
。こ
う

な
る
と
焼
却
灰
の
行
き
場
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。一
日
も
停
滞
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
ご
み
の
焼
却

が
こ
れ
で
は
困
り
ま
す
。そ
こ
で
焼

却
す
る
ご
み
の
量
を
な
る
べ
く
減
ら

し
、
今
あ
る
最
終
処
分
場
を
一
日
で

も
長
く
使
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
を
焼
却
す
る
に
は
多
大
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
し
、
分
別
す
れ
ば

資
源
に
な
る
も
の
を
燃
や
す
の
も
ば

か
ら
し
い
話
で
す
。生
ご
み
は
堆
肥

に
な
り
ま
す
し
、
燃
え
に
く
い
も
の

を
経
費
を
か
け
て
燃
や
す
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
原
村
な
ら
出
来

る
方
法
だ
と
い
う
こ
と
で
、
各
自
の

心
が
け
で
広
い
屋
敷
の
片
隅
で
堆
肥

化
し
た
り
、
そ
う
い
う
余
地
の
な
い

人
達
は
共
同
で
簡
便
な
方
法
で
堆

肥
化
し
た
り
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
ご
み
処
理
費
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
将
来
ご
み

を
焼
却
し
な
い
処
理
も
可
能
と
な

り
ま
し
ょ
う
。「
日
本
で
一
番
ご
み
の

排
出
量
が
少
な
い
自
治
体
を
目
指

す
」
宣
言
を
す
る
こ
と
も
提
言
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
が
出
来
れ
ば
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。全
国
に
は
そ
う

し
た
自
治
体
も
現
れ
て
来
て
い
ま
す
。

皆
の
や
る
気
で
是
非
実
現
し
た
い
も

の
で
す
。

                   

原
村
長　

清
水　

澄

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

状
況
を
公
表
し
ま
す

定
額
給
付
金
の
給
付
を

よ
そ
お
っ
た
詐
欺
に
注
意

自衛隊長野地方
協力本部諏訪地
域事務所

機関の名称

自衛隊法に基づく
自衛官募集事務

請求事由の概要

平成２０年
２月２６日

閲  覧  日

（１） 平成２年４月２日か
ら平成３年４月１日
までの間に生まれた
女性・男性

（２） 平成５年４月２日か
ら平成６年４月１日
までの間に生まれた
男性

閲覧に係る住民の範囲
　
　

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関

　
　

に
よ
る
閲
覧
の
状
況
に
つ
い
て

問
諏
訪
福
祉
事
務
所

　
☎
57
‐
2
9
1
1
（
直
通
）

問
原
村
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

南
諏
衛
生
セ
ン
タ
ー
等

年
末
年
始
休
業
日

問
住
民
財
務
課
財
政
係

　

☎
79
‐
7
9
2
4
（
直
通
）

問
・
■
■
■
住
民
財
務
課
税
務
係

　
☎
79
‐
7
9
2
3
（
直
通
）

申
込
先

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
習
受
講
料
の
助
成

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

村長交際費を村ホームページにて公開中　☆村ホームページトップページ　　　　　　　　　　　　 原村の紹介広場  ⇒(画面左のナビゲーションバー）村長交際費の公表

　

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ

お
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個

人
情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意
く

だ
さ
い
!!

　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、
電
話
や
手
紙
等
で
の
照
会

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。国
、県
、村

な
ど
の
職
員
を
か
た
っ
た
電
話

等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日
★1月2日は収集しません

各地区　指定箇所

資源物

 1月8日（木）

粗大ごみ

 3月9日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 12月15日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 12月22日（月）柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 12月29日（月）判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 12月27日（土）

■焼却ごみ収集量および可燃系資源物回収量

2008年10月
10月までの累計

焼却ごみ収集量
  78,950 ㎏ 
 647,740 ㎏ 

前年度比
90.18％
105.82％

可燃系資源物回収量
   23,291 ㎏ 
 189,959 ㎏ 

前年度比
91.97％
85.40％

■今月の納税等
・固定資産税（４期）
・国民健康保険税（９期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収６期）
・有線放送施設維持費負担金（10・11・12月分）
・介護保険料（普通徴収９期）
納期限・口座振替日……12月25日（木）
■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・12月16日  ・1月6日  ・1月13日  ・1月20日
■人の動き
・人口 7,773人 （＋14） 　 転入24
・男 3,870人 （＋6） 　 　転出10
・女 3,903人 （＋8）　　  出生4
・世帯数 2,784世帯 （＋6） 　　 死亡4

平成20年11月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
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12月14日（日）～12月20日（土）
12月21日（日）～12月27日（土）

12月28日（日）
12月29日（月）
12月30日（火）
12月31日（水）
1月1日（木）
1月2日（金）
1月3日（土）
1月4日（日）
1月5日（月）
1月6日（火）
1月7日（水）

1月8日（木）～1月10日（土）
1月11日（日）～1月17日（土）
1月18日（日）～1月24日（土）

南部建設㈱
㈲森山建設
㈲伊藤水道設備
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
共栄菅工㈱
㈱キタハラ
㈱有賀水道
南部建設㈱
㈲森山建設
㈲伊藤水道設備
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
共栄菅工㈱
㈱キタハラ
㈱有賀水道

☎79-5720
☎79-5730
☎79-3447
☎79-2421
☎79-2536
☎79-5254
☎72-7418
☎72-4017
☎79-5720
☎79-5730
☎79-3447
☎79-2421
☎79-2536
☎79-5254
☎72-7418
☎72-4017

毎週水曜日
★12月31日は収集しません

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●12月16日、１月６日、１月13日、１月20日
　》時間：午後1：30～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎79-7703（直通）

●1班 12月16日（火）、1月13日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 １月６日（火）、１月20日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、12月27日～１月４日
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

12月21日日

期　日 医　科 薬　局
八ヶ岳診療所
☎79-7001

フジモリ薬局原店
☎79-5751

12月23日㊗ ともみ内科医院
☎82-0424

笠原薬局
☎72-2028

12月28日日 リバーサイドクリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

12月30日　 上原ファミリー薬局
☎73-7177

12月31日　

ちのメンタルクリニック
☎82-8277

わかば薬局
☎82-4108

諏訪中央病院
☎72-1000

リジョイス茅野薬局
☎82-1991

諏訪中央病院
☎72-1000１月１日㊗

1月2日　 諏訪中央病院
☎72-1000

茅野土屋薬局
☎71-2122

1月3日　 中新田診療所
☎70-1331

フジモリ薬局原店
☎79-5751

1月4日日 ヨコイ眼科
☎72-2316

茅野土屋薬局
☎71-2122

1月11日日 こぶし薬局
☎71-6202

1月12日㊗

尖石診療所
☎71-6211

オギノ SC フジモリ薬局
☎71-2578

桜井内科医院
☎72-6010

1月18日日 ピアみどりフジモリ薬局
☎82-1288

眞田医院
☎73-0731

金

水

火

土

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

タ
バ
コ
と
歯
の
深
い
関
係

　

タ
バ
コ
が
癌
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
の
病
気
な
ど
、
命
に

係
わ
る
病
気
の
原
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、良
く
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。で
は
、
タ
バ
コ
が
歯
の
健
康
に
も

影
響
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。実
は
、
歯
周
病
に

と
っ
て
も
、タ
バ
コ
は
も
っ
と
も
大
き
な
危
険
因
子
な
の

で
す
。

　

タ
バ
コ
を
吸
う
と
、ま
ず
直
撃
さ
れ
る
の
が
口
の
中
で

す
。歯
と
歯
ぐ
き
に
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
体
の
抵
抗
力
を
弱
め

た
り
、
末
梢
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
歯
ぐ
き
の
血
液
循
環

を
悪
く
し
た
り
し
ま
す
。ま
た
、
タ
ー
ル（
ヤ
ニ
）が
歯
に

こ
び
り
つ
く
と
、
歯
み
が
き
で
は
簡
単
に
取
れ
ず
、
歯
垢

が
つ
き
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た

め
、歯
周
病
に
な
り
や
す
く
、治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。歯

と
歯
ぐ
き
の
た
め
に
も
全
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、周
囲

の
人
の
た
め
に
も
禁
煙
す
る
こ
と
は
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
春
に
「
健
康
は
ら
む
ら
21
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
か
ら
タ
バ
コ
と
歯
の
関

係
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
調
査
で
は
、
一
日
に
31
本
以
上
喫
煙
す

る
人
の
場
合
、
し
な
い
人
の
場
合
に
比
べ
、
５
・
８
倍
も

歯
周
病
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。タ
バ

コ
を
吸
う
方
は
、一
度
鏡
の
前
で
口
を
大
き
く
開
け
て
み

ま
し
ょ
う
。気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

原
村
診
療
所
で
は
禁
煙
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
原
村
診
療
所
☎
７
９―

２
７
１
６
》

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
・
伏
見
万
里
子
）

ごま味けんちん汁レシピ44★材料（４人分）
ごぼう............１本
大根................1/3本
にんじん........1/2本
こんにゃく.....1/2枚
豆腐................1/3丁
ねぎ................1/2本
だし汁............４カップ
しょうゆ...........大さじ３
みりん............大さじ１
練りごま........大さじ３

午後１：00～午後３：00 希望者保健センター２階健 康 相 談
午後１：00～午後１：15 保健センター２階３ 歳 児 健 診
午後１：15～午後１：30 地域福祉センター三 種 混 合

午前９：30～午前11：00 保健センター２階育 児 相 談

午後１：00～午後１：15

午後１：15～午後１：30 地域福祉センターＢ Ｃ Ｇ
午後１：00～午後３：00 保健センター２階健 康 相 談

H17年10､11月生

実施日・受付時間種　別 対象者場所
12月

1月

７歳半～H20年５月生

希望者

H20年９月生

希望者

15日月

16日火

17日水

13日火

19日金

16日金

19日月

乳 児 健 診 保健センター２階 H20年２､５､８月生

午後１：30～ 保健センター２階母 乳 学 級 希望者（要予約）25日木

午前９：45～午前10：00 中央公民館離乳食教室８・９ヶ月コース H20年４､５月生15日木

☆つくりかた

①ごぼうは皮をこそぎ、３cm長さの厚めの短冊切りにしておく。
②大根は５～６㎜厚さのいちょう切り、にんじんもいちょう切りにする。
③こんにゃくは下茹でしてから、ひと口大に手でちぎる。
④豆腐は細の目に切る。
⑤鍋にだし汁を煮立てて、大根、にんじん、ごぼうを煮、柔らかくなっ
たらこんにゃくを入れ、しょうゆとみりんも加えて煮、豆腐も加える。
⑥練りごまを入れてひと煮し、小口切りのねぎを散らす。

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター三 種 混 合 ７歳半～H20年６月生14日水

午後１：00～午後１：15 保健センター２階１ 歳 半 健 診 H19年６､７月生20日火

　　　　　　　けんちん汁は、豆腐を炒めて作りますが、今回は炒めません。練
りごまを入れた、変わったけんちん汁です。たくさん具が入り、栄養も豊富です。

＝麻しん風しん予防接種のご案内＝  予防接種法に基づき、麻しん風しん（混合）予防接種を、次の表に該当するお子さん
を対象に指定医療機関で行っています。接種を希望される方でまだ受けていない方は、希望する指定医療機関へ予約の
上、接種を受けてください。対象の方にはすでに予診票と指定医療機関一覧を送付しましたが、お持ちでない方はご連絡
ください。実施料金は無料ですが、指定医療機関以外、指定接種期間外で接種を受ける場合は全額自己負担になります。

対　象　者

第１期　生後１２ヶ月から生後２４ヶ月に至るまでの間にある方

第２期　平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれの方

第３期　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方

第４期　平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれの方

接 種 期 間

２歳の誕生日の前日まで

平成２１年３月３１日まで

問い合わせ先

　　保健福祉課健康づくり係

　　☎７９－７０９２
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　年長組の園児がバケツの中で育ててきたお米を、11月６日

の収穫祭で炊き、１人ずつおにぎりをにぎって食べました。

　５月の田

植えでは、

水と土を手

でこねて土

壌を作るな

ど、どろん

こになりな

がら作業し

て育てたお

米の味に、

みな満足し

たようです。

　ホタル交流プロジェクト実行委員会が10月18日に実施し

た「原っ子の森であそびましょ！」へは、約150人の子どもた

ちが参加し、木やロープを使った

遊びや森の中でできる遊びを、一

人ひとり自分で考え、自分の責任

のなかで時間いっぱい、自由に遊

んでいました。砂糖水が入ったお

玉を火にあぶって作るべっこう

あめづくりや木登りなどは、村外

からも参加のあった大人の皆さ

んが少し手伝ってあげるなどし

て、大勢の子どもたちが、自分へ

の挑戦で頑張っていました。

　10月28日に行われた原村中学生議会では、３年生の北田健

士朗君と牛山りなさんが議長を務め、生徒15人が議員となり

原村議員の皆さんに対し質問、提案をしました。原村議員が答

えた内容に対してさらに掘り下げた質問をするなど議論が白

熱し、規定の会議時間を延長し、５時15分に閉会となりました。

　11月１、２日に行われた村

民文化祭では、社会体育館

に一般芸術作品や団体の活

動記録など1927点が展示さ

れました。その中の１つ、い

きいき農業塾主催のドライ

フラワー体験は、村外から

来場した方が時間前に待っ

て作るほどの人気でした。

　陶芸作品を展示した男性は、素晴らしい作品ばかりで驚い

た。いつの間に制作活動をしているんだろう?!　次はもっと大

きな作品を作って出品しますーと言い、出品者同士の刺激する

機会にもなったようです。

　公民館活動など村内で芸術活動に励んでいる16団体が、11月８

日、中央公民館でその練習の成果を披露しました。「聴きに来るの

は今年初めて。お友達を誘っ

て来た」と言うお年寄りは、

尺八クラブが発表する昔懐

かしい曲に合わせて口ずさ

んだりと、出演者と一緒に楽

しんだようでした。この尺八

クラブは、平成18年に結成さ

れたまだ新しい団体です。

　原村役場に長年在職し、今年３月に退職した早川茂一さん＝35

年勤務＝と中村富子さん＝29年勤務＝の２名の自治功労に対し村

から表彰状が贈られました。早川さんは水道主任技術者、中村さ

んは保健婦（平成14年３月からは保健師）と、専門の資格をそれ

ぞれ業務に生かしながら、村のために尽くしてこられました。

　10月30日に行われた表彰式の受章者代表あいさつで、早川さん

は、表彰を私たちに対する激励の意味と受け止め、今の感謝の心

を胸に深く銘じて、村のために今後も力を尽したいと述べました。

　中村さんは表彰状を手に「保健婦としてここ原村でゼロから

育てていただいた。苦労もあったが、最後はやりがいを感じなが

ら仕事ができ幸せに思う」と受章への思いを話していました。
　９月から３ヶ月間に渡り、八ヶ岳美

術館で「あなたが選ぶ、信州の裂織

展」が開かれ、裂織の参考作品と応

募作品計53点が展示されました。

　前回同様来館者による投票も行わ

れ、大賞の八ヶ岳美術館賞に野中秀

夫さんのタペストリー『切子』が選ば

れました。11月２日の授賞式で、コン

ピューターで描いた図案との整合に

とても苦労し、製作過程は楽しくも

苦しくもあったと、野中さん本人が作品の解説をしました。受

賞に関しては、意外だったと喜びを述べていました。

　秋の火災予防運動の中で、11月９日諏訪信用金庫原支店

の藤原真美さんと日達優子さんが一日消防署長を務め、村内

の事業所や観光施設を巡り火災予防を呼びかけました。啓発

用品を配布しながら、住宅用火災警報器の設置についても街

頭広報を行いました。２人は「呼びかけを行うと、住民の方

や観光客などは足を止め話を聞いてくれた」と言い、多くの

方 が 防 火 に 関 心 を

持っていたことが印

象に残ったそうです。

　11日には小学校２

年 生 の 児 童 た ち が

のぼり旗などを掲げ、

村内の金融機関など

で防火を呼びかけま

した。 

　民生委員・児童委員が１名欠員となっていましたが、新た

に行田忠雄さんが選ばれ、11月14日、委嘱状が伝達されまし

た。任期は平成20年11月１日から

平成22年11月30日で、八ツ手１〜

４常会を担当します。

　併せて原村福祉委員の委嘱状

も交付され、行田さんは「地域の

皆さんの日々の生活を見て、その

中から１つずつ、何をすればよい

のかを考え、福祉活動を勉強しな

がらやっていきたい」と話してい

ました。

　今後の村のごみの資源化、減量化のあり方等について検

討している原村一般廃棄物減量等推進審議会が11月７日、

検討項目の一つの生ごみの処理について、「自家処理の徹

底を目標にして実行していくことが効果的だ」と答申しまし

た。答申では、日本で一番ごみの排出量が少ない自治体を目

指す宣言をすることや、ごみ問題に関するマイスター制度を

設けることなどを求めています。また別荘利用者や事業者も

自家処理に取り

組む必要がある

ことなども盛り

込まれた内容と

なっています。答

申書を受け取っ

た村長は、十分参

酌し対処していき

たいとの意向を

伝えました。

　昭和13年４月３日「八ヶ岳修錬農場」として創設された八

ヶ岳中央農業実践大学校は、今年70周年を迎えました。記

念式典や記念史・誌の発刊などさまざまな記念行事が、同

窓会の島田昭郎氏が会長を務める実践大学校創立七十周年

記念会の主催で行われました。

　10月18日の記念式典では、原村、茅野市などへ農村更生協

会長から感謝状が授与されました。これに対し村長は「ここ

に学校があるということは原村にとって大変な誇りです。農

業立村の村であるが多くの農業者の心の支えとなっている。

そういう意味で大変な意義がある」と謝辞を述べました。

　式典の前日には、校内に建立された、いずれも故人である

石黒忠篤氏、小平権一氏、久保佐土美氏の頌徳碑の除幕式

が行われました。農林省（現農水省）の大臣や事務次官、農

場長などを務められた皆さんで、大学校の創設や更生運動

に大変な尽力をされました。

　当時、約300haの農場を整備するまでには、80名もの原

野の地権者等との半年にも及ぶ交渉があったようです。大

学校の建設は「農

村経済の更生と新

しい村づくりのた

めには、これを担う

人材を育成しなけ

ればならない」とい

う強い信念による

ものであったという

ことが、当時の記録

からもうかがえま

す。

　大学校の卒業生

は既に3000人を超

え、農林体験学習で

は今年、史上最高の

19000人近い児童

生徒を受け入れたそ

うです。
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秋の火災予防運動
11月9日～15日

原村中学生議会

平成20年度　原村表彰式
早川茂一さんと中村富子さんが受章

炊きたて！ おにぎりの味は？
原村保育所年長組収穫祭

村民文化祭と芸能フェスティバル
八ヶ岳中央農業実践大学校  70周年祝う

答申書提出「生ごみの自家処理」
原村一般廃棄物減量等推進審議会

民生委員・児童委員委嘱状伝達式
八ッ手１～４常会担当　行田忠雄さん

原っ子の森が「冒険遊び場」に！

第2回あなたが選ぶ、信州の裂織展
信州の原村から発信する第2回目の裂織公募展

さき おり

第55回 
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